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(57)【要約】
【課題】消費者が自ら調理をするが如く複数の調製用素
材を調製し、消費者の趣味あるいは趣向に沿った香料を
作成可能としつつ、経験則に依らずに精度良く香料の香
りを調整及び管理することが可能な香料調製装置の提供
を目的とした。
【解決手段】香料調製装置１０は、香料を構成する調製
用素材を複数種、調製することにより香料を形成可能な
ものである。香料調製装置１０は、調製用素材毎に設け
られた材料吐出用ポンプ４０と、調製用素材の調製比率
を設定可能な調製比率設定手段１２０と、調製比率設定
手段１２０に設定された調製比率に則って各材料吐出用
ポンプ４０における調製用素材の吐出量を制御する吐出
量制御手段１３０とを備えている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　香りの異なる複数種の調製用素材を所定の調製比率に則って調製することにより所望の
香りを有する香料を調製可能な香料調製装置であって、
　前記調製用素材の種類毎に設けられた材料吐出用ポンプと、
　前記調製用素材の調製比率を設定可能な調製比率設定手段と、
　前記調製比率設定手段に設定された調製比率に則って前記各材料吐出用ポンプにおける
前記調製用素材の吐出量を制御する吐出量制御手段とを備えていることを特徴とする香料
調製装置。
【請求項２】
　前記調製用素材の調製比率の設定履歴を調製履歴データとして記憶可能な履歴記憶手段
を有し、
　前記調製比率設定手段が、前記履歴記憶手段から読み出された調製履歴データに基づき
、前記調製比率を設定可能であることを特徴とする請求項１に記載の香料調製装置。
【請求項３】
　前記調製用素材の調製比率を入力可能な調製比率入力手段を有し、
　前記調製比率入力手段を介して入力された調製比率が前記調製比率設定手段に設定され
、
　当該調製比率に則り、吐出量制御手段により前記各材料吐出用ポンプにおける前記調製
用素材の吐出量が制御されることを特徴とする請求項１又は２に記載の香料調製装置。
【請求項４】
　所定のレシピに則って規定された前記調製用素材の調製比率を前記レシピ毎に記憶可能
なレシピ記憶手段と、
　前記レシピを選択可能とするレシピ選択手段を備えており、
　前記レシピ選択手段により選択されたレシピに則って前記調製比率設定手段に前記調製
用素材の調製比率が設定され、当該調製比率に則って前記各材料吐出用ポンプにおける前
記調製用素材の吐出量が制御されることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の香
料調製装置。
【請求項５】
　前記吐出量制御手段が、前記調製用素材について想定される一般的特性と、調製用とし
て準備された前記調製用素材の特性との差異に基づき、前記各材料吐出用ポンプにおける
前記調製用素材の吐出量を制御可能であることを特徴とする請求項１～４のいずれかに記
載の香料調製装置。
【請求項６】
　前記吐出量制御手段が、温度条件に起因する前記調製用素材の吐出量の誤差を補正する
ように前記各材料吐出用ポンプにおける前記調製用素材の吐出量を制御可能であることを
特徴とする請求項１～５のいずれかに記載の香料調製装置。
【請求項７】
　前記各材料吐出用ポンプと連通し、吐出された調製用素材が通過する材料通過部と、
　前記材料通過部に対して洗浄液を供給可能な洗浄液供給手段と、
　前記材料通過部から洗浄液を含む液体を排出させることが可能な洗浄液排出手段とを備
えていることを特徴とする請求項１～６のいずれかに記載の香料調製装置。
【請求項８】
　前記材料吐出用ポンプが、回転容積式のポンプによって構成されていることを特徴とす
る請求項１～７のいずれかに記載の香料調製装置。
【請求項９】
　前記材料吐出用ポンプが、動力を受けて偏心回転する雄ねじ型のロータと、内周面が雌
ねじ型に形成されたステータとを有する一軸偏心ねじポンプ機構により、前記調製用素材
を圧送するものであることを特徴とする請求項１～８のいずれかに記載の香料調製装置。
【請求項１０】
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　前記材料吐出用ポンプのうち、揮発性を有する調製用素材の吐出用に設けられたものに
おいて、調製用素材の吐出完了後、前記材料吐出用ポンプ内に形成されている流体搬送路
に残存している調製用素材を所定量だけ前記材料吐出用ポンプの吐出口から遠ざかる方向
に移送させることを特徴とする請求項１～９のいずれかに記載の香料調製装置。
【請求項１１】
　前記材料吐出用ポンプのうち、揮発性を有する調製用素材の吐出用に設けられたものの
吐出口に弁が取り付けられていることを特徴とする請求項１～１０のいずれかに記載の香
料調製装置。
【請求項１２】
　前記材料吐出用ポンプのうち、揮発性を有する調製用素材の吐出用に設けられたものに
おける吐出量が、吐出待機中に前記材料吐出用ポンプから揮発したと想定される分量だけ
増量されることを特徴とする請求項１～１１のいずれかに記載の香料調製装置。
【請求項１３】
　通信ネットワークを介して外部機器との情報通信を実施可能なネットワーク接続手段を
有し、
　前記ネットワーク接続手段を介して接続されたサーバから調製比率に関するデータを受
信し、当該データに基づき、前記吐出量制御手段により前記調製用素材の吐出量を制御可
能であることを特徴とする請求項１～１２のいずれかに記載の香料調製装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、香りの異なる複数種の調製用素材を所定の調製比率に則って調製することに
より所望の香りを有する香料を調製可能な香料調製装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、下記特許文献１に開示されている香料噴射装置を用いた香料調合装置や、特許文
献２に開示されている調合システムが、香料を調合するための装置として提供されている
。特許文献１に開示されている香料調合装置は、数値設定により香料の噴射量を調整可能
な香料噴射装置を利用したものである。特許文献１に開示されている香料調合装置では、
香料毎に設けられた香料噴射装置から噴射された香料を容器に集合させることにより、香
りの異なる香料を所定比で調合することが可能とされている。
【０００３】
　また、特許文献２に開示されている調合システムでは、香料の調合に際して主成分とし
て調合される成分（調製用素材）と、主成分に対して桁違いに少ない量しか調合されない
成分（調製用素材）とが存在する場合に、これらの成分の秤量ミスにより予期せぬ香料が
調合されてしまうことを防止するためのシステムである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１０－１８２３９８号公報
【特許文献２】特開２００９－２５８８９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述した特許文献１に開示されている香料調合装置は、各香料噴射装置から容器に向け
て噴射された滴状の香料（調製用素材）を捕集することにより、香料を調合しようとする
ものであるため、香料の調合に時間がかかる。そのため、特許文献１に開示されている香
料調合装置は、調合試験等のためにごく少量の香料を調合するために利用できるに過ぎな
い。従って、特許文献１に開示されている香料調合装置は、対面販売などのために、購入
者の要望に応じてその場で香料を調合するといった利用形態には適しない。
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【０００６】
　また、特許文献１に開示されている香料調合装置は、各香料（調製用素材）を香料噴射
装置から一旦気中に噴霧するため、環境条件等によっては容器に捕集される前に成分が揮
発する等して変質する可能性がある。また、調合用素材の調合量が微妙に変化するだけで
、調合後の香料の香りが想定したものと大幅に相違することがある。従って、特許文献１
の香料調合装置では、調合後の香料の香りあるいは品質が安定せず、所望のものと相違し
てしまうことがあり得る。
【０００７】
　また、上記特許文献２に開示されている調合システムでは、主成分として調合される成
分と、ごく微量だけ調合される成分とが混在する場合であっても、その調合量を取り違え
てしまうことを防止できるが、各成分（調製用素材）の調合は調合を行うものが手作業で
秤量して実施せねばならない。そのため、特許文献２に開示されている調合システムを用
いることによっては、香料の調合の手間を解消することができない。従って、特許文献２
に開示されている調合システムについても、香料の購入者の要望に応じてその場で調合用
素材を調合するといった利用形態には適しない。
【０００８】
　また、特許文献２に開示されているように作業者が手作業で香料の調合を行う場合には
、作業者の勘や経験に基づいて調合用素材の調合量が微調整される。また、特許文献１に
開示されている香料調合装置によって香料を調合する場合であっても、環境条件等に依存
する微妙な香りの変化を補うべく、調合の最終段階において作業者が微調整を行わねばな
らない可能性がある。そのため、従来技術において採用されている香料の調合装置や調合
方法では、作業者の技量への依存度が高く再現性に乏しいという問題がある。そのため、
以前に調合用素材を調合して作成した香料と同一の香りを発するように香料を調合するた
めには、相当の熟練を要するという問題がある。
【０００９】
　そこで、本発明は、複数の調合用素材を容易かつ正確に調合可能であり、消費者の趣味
あるいは趣向に沿った香りを有する香料を作成可能としつつ、作業者の経験則に依らずに
精度良く香料の香りを調整及び管理することが可能な香料調合装置の提供を目的とした。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した課題を解決すべく提供される本発明の香料調製装置は、香りの異なる複数種の
調製用素材を所定の調製比率に則って調製することにより所望の香りを有する香料を調製
可能なものであって、前記調製用素材の種類毎に設けられた材料吐出用ポンプと、前記調
製用素材の調製比率を設定可能な調製比率設定手段と、前記調製比率設定手段に設定され
た調製比率に則って前記各材料吐出用ポンプにおける前記調製用素材の吐出量を制御する
吐出量制御手段とを備えていることを特徴とするものである。
【００１１】
　本発明の香料調製装置においては、調製用素材毎に材料吐出用ポンプが設けられており
、各吐出量を調整することにより調製用素材の調製比を調整することができる。そのため
、本発明の香料調製装置によれば、予め準備してある調製用素材を調製することにより作
成可能な香料であれば、消費者の趣味あるいは趣向に沿うように香りを調整することが可
能となる。
【００１２】
　また、本発明の香料調製装置において、各材料吐出用ポンプにおける吐出量は、調製比
率設定手段に設定されている各調製用素材の調製比率に則り、吐出量制御手段によって精
度良く制御することができる。そのため、本発明の香料調製装置によれば、経験則等によ
らず精度良く香りを調整及び管理することが可能になる。
【００１３】
　さらに、本発明の香料調製装置においては、調製用素材毎に材料吐出用ポンプが設けら
れているため、調製用の材料として準備してある調製用素材同士が混ざり合うことを確実
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に防止できる。これにより、調製用素材が混ざり合うことによる香りあるいは品質の予期
せぬ変化を防止し、調製後に得られる香料の香りを一定の品質に維持することが可能とな
る。
【００１４】
　なお、本明細書において、香料の「調製」とは、調合用素材を設定された調製比率に基
づいて組み合わせて香料を作成することを言い、特に断りのない限り、香料を「調合」す
ること、あるいは香料を「混合」することを含む概念を指す。また、本明細書において、
「香料」及び「調合用素材」の概念には、低粘性液の香料及び調合用素材に加え、例えば
ジェルや石鹸等の高粘性液の香料及び調合用素材が含まれる。
【００１５】
　上述した本発明の香料調製装置は、前記調製用素材の調製比率の設定履歴を調製履歴デ
ータとして記憶可能な履歴記憶手段を有し、前記調製比率設定手段が、前記履歴記憶手段
から読み出された調製履歴データに基づき、前記調製比率を設定可能であることが好まし
い。
【００１６】
　本発明の調製用素材調製装置においては、調製比率の設定履歴が調製履歴データとして
履歴記憶手段に記憶され、この調製履歴データを読み出すことにより以前に作成した香料
の香りを、作業者の勘や経験則に頼ることなく定量的かつ精度良く再現することが可能と
なる。そのため、本発明の香料調製装置によれば、多品種少量生産に対応しつつ、香りの
再現性の面においても優れた香料調製装置を提供することができる。
【００１７】
　上述した本発明の香料調製装置は、前記調製用素材の調製比率を入力可能な調製比率入
力手段を有し、前記調製比率入力手段を介して入力された調製比率が前記調製比率設定手
段に設定され、当該調製比率に則り、吐出量制御手段により前記各材料吐出用ポンプにお
ける前記調製用素材の吐出量が制御されるものとすることが可能である。
【００１８】
　本発明の香料調製装置においては、調製比率入力手段を介して入力した調製比率に則っ
て各調製用素材が調製される。そのため、本発明の香料調製装置によれば、消費者の好み
に合わせてオーダーメイドしたかの如く所望の香りに調整された香料を提供することがで
きる。
【００１９】
　また、上述した本発明の香料調製装置は、所定のレシピに則って規定された前記調製用
素材の調製比率を前記レシピ毎に記憶可能なレシピ記憶手段と、前記レシピを選択可能と
するレシピ選択手段を備えており、前記レシピ選択手段により選択されたレシピに則って
前記調製比率設定手段に前記調製用素材の調製比率が設定され、当該調製比率に則って前
記各材料吐出用ポンプにおける前記調製用素材の吐出量が制御されるものとすることも可
能である。
【００２０】
　本発明の香料調製装置においては、レシピ記憶手段に記憶されているレシピをレシピ選
択手段によって選択することにより、レシピを再現するために必要な香料を、レシピに規
定されている調製比率に則って吐出させ、調製させることができる。そのため、レシピに
より提供される香料の香りを高精度に再現することが可能となる。
【００２１】
　上述した本発明の香料調製装置は、前記吐出量制御手段が、前記調製用素材について想
定される一般的特性と、調製用として準備された前記調製用素材の特性との差異に基づき
、前記各材料吐出用ポンプにおける前記調製用素材の吐出量を制御可能であることが望ま
しい。
【００２２】
　かかる構成によれば、香料の調製用として実際に準備された調製用素材の個体差を考慮
した上で各調製用素材を調製し、香料を作成することができる。そのため、本発明の香料
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調製装置によれば、各調製用素材の個体差に起因して調製された香料の香りがばらつくこ
とを防止し、安定した品質の香料を提供することができる。
【００２３】
　また、上述した本発明の香料調製装置は、前記吐出量制御手段が、温度条件に起因する
前記調製用素材の吐出量の誤差を補正するように前記各材料吐出用ポンプにおける前記調
製用素材の吐出量を制御可能であることが好ましい。
【００２４】
　かかる構成によれば、温度条件に起因して香料の吐出量が変動することを防止し、調製
される香料の香りを一定に保つことが可能となる。
【００２５】
　本発明の香料調製装置は、前記各材料吐出用ポンプと連通し、吐出された調製用素材が
通過する材料通過部と、前記材料通過部に対して洗浄液を供給可能な洗浄液供給手段と、
前記材料通過部から洗浄液を含む液体を排出させることが可能な洗浄液排出手段とを備え
ていることが好ましい。
【００２６】
　本発明の香料調製装置においては、吐出された調製用素材が通過する材料通過部に対し
、洗浄液供給手段を用いて洗浄液を供給した後、洗浄液排出手段を用いて材料通過部から
洗浄液を含む液体を排出させることにより、装置内に残留している調製用素材を除去し、
清浄に維持することができる。従って、上述したような構成とすれば、装置内に残留して
いる調製用素材の影響によって調製用素材、及び調製される香料が想定外の香りになって
しまうことを防止できる。
【００２７】
　上述した本発明の香料調製装置は、前記材料吐出用ポンプが、回転容積式のポンプによ
って構成されていることが望ましい。
【００２８】
　かかる構成によれば、香料の吐出量を高精度に調整し、香料が所望の香りになるように
各調製用素材を調製することが可能となる。
【００２９】
　なお、本発明においては、材料吐出用ポンプとして用いる回転容積式ポンプは、従来公
知のいかなるものであっても良く、例えば一軸偏心ねじポンプ、ロータリーポンプ、ベー
ンポンプ等を選択することが可能である。これらの回転容積式ポンプのうち、一軸偏心ね
じポンプを材料吐出用ポンプとして用いた場合には、他のものを採用した場合よりも香料
の吐出量の調整を容易かつ高精度に調整することが可能となる。
【００３０】
　上述した本発明の香料調製装置は、前記材料吐出用ポンプが、動力を受けて偏心回転す
る雄ねじ型のロータと、内周面が雌ねじ型に形成されたステータとを有する一軸偏心ねじ
ポンプ機構により、前記香料を圧送するものであることがより一層望ましい。
【００３１】
　かかる構成によれば、雌ねじ型に形成されたステータ内において回転する雄ねじ型のロ
ータの回転制御を行うことにより、塗布剤の吐出量及び吐出圧を自在に調整することが可
能となる。また、一軸偏心ねじポンプ機構は、ロータ及びステータを主要部材として構成
されるものであり、構造が極めてシンプルである。これにより、材料吐出用ポンプの分解
及び清掃等のメンテナンスをより一層容易に実施することが可能となり、調製用素材を衛
生的に取り扱うことが可能となる。
【００３２】
　また、上述した本発明の香料調製装置は、前記材料吐出用ポンプのうち、揮発性を有す
る調製用素材の吐出用に設けられたものにおいて、調製用素材の吐出完了後、前記材料吐
出用ポンプ内に形成されている流体搬送路に残存している調製用素材を所定量だけ前記材
料吐出用ポンプの吐出口から遠ざかる方向に移送させるものであることが好ましい。
【００３３】
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　かかる構成とすることにより、材料吐出用ポンプの吐出口近傍において外気に晒されて
調製用素材の香りが消失する等して変質することを防止できる。これにより、材料吐出用
ポンプから吐出される調製用素材の香りや品質を一定に維持し、調製される香料の品質低
下を防止できる。
【００３４】
　上述した本発明の香料調製装置は、前記材料吐出用ポンプのうち、揮発性を有する調製
用素材の吐出用に設けられたものの吐出口に弁が取り付けられたものであっても良い。
【００３５】
　かかる構成とした場合、各材料吐出用ポンプにおいて調製用素材の吐出待機中に弁を閉
じておくことにより、材料吐出用ポンプ内に存在している調製用素材が大気に晒されるこ
とを防止できる。これにより、調製用素材の変質を防止し、調製により得られる香料の品
質を安定化させることができる。
【００３６】
　上述した本発明の香料調製装置は、前記材料吐出用ポンプのうち、揮発性を有する調製
用素材の吐出用に設けられたものにおける吐出量が、吐出待機中に前記材料吐出用ポンプ
から揮発したと想定される分量だけ増量されるものであることが好ましい。
【００３７】
　かかる構成とした場合、調製用素材の揮発により香料の香り等の品質が変化することを
確実に防止することができる。
【００３８】
　また、本発明の香料調製装置は、通信ネットワークを介して外部機器との情報通信を実
施可能なネットワーク接続手段を有し、前記ネットワーク接続手段を介して接続されたサ
ーバから調製比率に関するデータを受信し、当該データに基づき、前記吐出量制御手段に
より前記調製用素材の吐出量を制御可能であることを特徴とするものであっても良い。
【００３９】
　かかる構成によれば、サーバ側において調製比率に関するデータを一元管理することが
可能となる。これにより、いかなる場所に設置あるいは増設された香料調製装置において
も、所望の香料を調製することが可能となる。また、上述したような構成とすることによ
り、香料調製装置のメンテナンスの手間を最小限に抑制することができる。
【発明の効果】
【００４０】
　本発明によれば、複数の調製用素材を容易かつ正確に調製可能であり、消費者の趣味あ
るいは趣向に沿った香りを有する香料を作成可能としつつ、作業者の経験則に依らずに精
度良く香料の香りを調整及び管理することが可能な香料調製装置を提供することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本発明の一実施形態に係る香料調製装置を示す斜視図である。
【図２】図１に示す香料調製装置を一部破断した状態を示す正面図である。
【図３】図１に示す香料調製装置の内部構成を示す側面図である。
【図４】材料通過部の構成を示す平面図である。
【図５】一軸偏心ねじポンプの構造を示す断面図である。
【図６】制御装置の構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００４２】
　続いて、本発明の一実施形態に係る香料調製装置１０について、図面を参照しつつ詳細
に説明する。香料調製装置１０は、植物性香料、動物性香料等の天然香料、合成香料、ア
ロマオイル、あるいはエタノール等（以下、「調製用素材」とも称す）を複数種、調製す
ることにより香料を調製することが可能な装置である。香料調製装置１０は、筐体１２の
正面側に設けられた入力装置２０を用いて入力した調製用素材の調製比率、あるいはレシ
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ピに則って調製用素材を調製し、筐体１２の正面に設けられた香料払出部１４に向けて供
給することができる（図１参照）。
【００４３】
　図２及び図３に示すように、香料調製装置１０は、筐体１２の内部に調製用素材を香料
払出部１４に向けて供給するための供給機構３０と、調製用素材の温度調整を行うための
温調装置８０と、動作制御を実行するための制御装置１００とを備えている。供給機構３
０は、材料貯蔵容器３２と、材料吐出用ポンプ４０と、材料通過部７０とを備えている。
材料貯蔵容器３２及び材料吐出用ポンプ４０は、香料調製用として準備しておく調製用素
材の種類毎に別々に設けられている。
【００４４】
　材料吐出用ポンプ４０は、回転容積式のポンプによって構成されている。材料吐出用ポ
ンプ４０は、香料の調製に用いる調製用素材の種類数分だけ並べて配置されている。本実
施形態の香料調製装置１０においては、７種の調製用素材を取り扱うことができるよう、
７基の材料吐出用ポンプ４０が並べて設けられている。
【００４５】
　図５に示すように、材料吐出用ポンプ４０は、動力を受けて偏心回転する雄ねじ型のロ
ータ４２と、内周面が雌ねじ型に形成されたステータ４４とを有する一軸偏心ねじポンプ
機構４５を備えた、いわゆる一軸偏心ねじポンプＰによって構成されている。一軸偏心ね
じポンプＰは、ケーシング４６の内部にロータ４２、ステータ４４、及び動力伝達機構４
８等を収容した構成とされている。ケーシング４６は、金属製で筒状の部材であり、長手
方向一端側に第一開口部５０が設けられている。また、ケーシング４６の外周部分には、
第二開口部５２が設けられている。第二開口部５２は、ケーシング４６の長手方向中間部
分に位置する中間部５４においてケーシング４６の内部空間に連通している。
【００４６】
　第一開口部５０及び第二開口部５２は、それぞれ一軸偏心ねじポンプ機構４５の吸込口
および吐出口として機能する部分である。一軸偏心ねじポンプＰは、ロータ４２を正方向
に回転させることにより、第一開口部５０を吐出口、第二開口部５２を吸込口として機能
させることができる。また、ロータ４２を逆方向に回転させることにより、第一開口部５
０を吸込口、第二開口部５２を吐出口として機能させることができる。本実施形態におい
て、一軸偏心ねじポンプＰは、第一開口部５０が吐出口（吐出部）として機能し、第二開
口部５２が吸込口として機能する状態で使用される。
【００４７】
　ステータ４４は、ゴム等の弾性体、又は樹脂等によって形成された略円筒形の外観形状
を有する部材である。ステータ４４の内周壁５６は、ｎ条で単段あるいは多段の雌ネジ形
状とされている。本実施形態においては、ステータ４４は、２条で多段の雌ねじ形状とさ
れている。また、ステータ４４の貫通孔５８は、ステータ４４の長手方向のいずれの位置
において断面視しても、その断面形状（開口形状）が略長円形となるように形成されてい
る。
【００４８】
　ロータ４２は、金属製の軸体であり、ｎ－１条で単段あるいは多段の雌ネジ形状とされ
ている。本実施形態においては、ロータ４２は、１条で偏心した雄ねじ形状とされている
。ロータ４２は、長手方向のいずれの位置で断面視しても、その断面形状が略真円形とな
るように形成されている。ロータ４２は、上述したステータ４４に形成された貫通孔５８
に挿通され、貫通孔５８の内部において自由に偏心回転可能とされている。
【００４９】
　ロータ４２をステータ４４に対して挿通すると、ロータ４２の外周壁６０とステータ４
４の内周壁５６とが両者の接線で密接した状態になり、ステータ４４の内周壁５６とロー
タ４２の外周壁６０との間に流体搬送路６２（キャビティ）が形成される。流体搬送路６
２は、ステータ４４やロータ４２の長手方向に向けて螺旋状に伸びている。
【００５０】
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　流体搬送路６２は、ロータ４２をステータ４４の貫通孔５８内において回転させると、
ステータ４４内を回転しながらステータ４４の長手方向に進む。そのため、ロータ４２を
回転させると、ステータ４４の一端側から流体搬送路６２内に流体を吸い込むと共に、こ
の流体を流体搬送路６２内に閉じこめた状態でステータ４４の他端側に向けて移送し、ス
テータ４４の他端側において吐出させることが可能である。本実施形態の一軸偏心ねじポ
ンプ機構４５は、ロータ４２を正方向に回転させることにより使用され、第二開口部５２
から吸い込んだ調製用素材（流動物）を圧送し、第一開口部５０から吐出することが可能
とされている。
【００５１】
　動力伝達機構４８は、駆動機６４から上述したロータ４２に対して動力を伝達するため
のものである。動力伝達機構４８は、動力伝達部６６と偏心回転部６８とを有する。動力
伝達部６６は、ケーシング４６の長手方向の一端側に設けられている。また、偏心回転部
６８は、中間部５４に設けられている。偏心回転部６８は、動力伝達部６６とロータ４２
とを動力伝達可能なように接続する部分である。偏心回転部６８は、従来公知のカップリ
ングロッドや、スクリューロッドなどによって構成された連結軸８８を備えている。その
ため、偏心回転部６８は、駆動機６４を作動させることにより発生した回転動力をロータ
４２に伝達させ、ロータ４２を偏心回転させることが可能である。
【００５２】
　上述した材料吐出用ポンプ４０は、調製用素材の吐出に用いられる第一開口部５０を下
方に向けた状態で設置されている。第一開口部５０には、後に詳述する材料通過部７０が
配管接続されている。また、第二開口部５２には、材料貯蔵容器３２が接続されている。
材料貯蔵容器３２を材料吐出用ポンプ４０と別に設けた構成としたり、材料貯留容器３２
と材料吐出ポンプ４０との間にポンプ等を設けた構成としても良いが、本実施形態におい
ては、材料貯蔵容器３２がカセット式とされおり、第二開口部５２に対して直接的に接続
可能とされている。そのため、材料吐出用ポンプ４０は、材料貯蔵容器３２に貯留されて
いる調製用素材を第二開口部５２から吸い込み、第一開口部５０を介して材料通過部７０
に向けて吐出させることができる。また、調製用素材の吐出量（吸い上げ量）は、ロータ
４２の回転量を調整することにより調整することができる。
【００５３】
　材料通過部７０は、各材料吐出用ポンプ４０から吐出された調製用素材が流入し、集合
する部分である。材料通過部７０は、各材料吐出用ポンプ４０の下方において略水平に設
置されている。材料通過部７０は、金属板によって形成され、扁平であって箱状外観形状
を有する。また、材料通過部７０には、温度調整用の熱媒体を流出入させることが可能な
ジャケット（図示せず）が装着されている。
【００５４】
　図２及び図３に示すように、材料通過部７０の天面側には、各材料吐出用ポンプ４０の
第一開口部５０（吐出口）が接続されている。図４に示すように、材料通過部７０の内部
には、各材料吐出用ポンプ４０に対応するように材料流路７２が形成されている。各材料
吐出用ポンプ４０は、各材料流路７２の一端（上流端）側に連通している。また、各材料
流路７２の他端（下流端）側は、材料通過部７０内に設けられた集合部７４に集合してい
る。図２及び図３に示すように、集合部７４は、筐体１２の正面側に設けられた香料払出
部１４の略真上に位置している。各材料通路７２は、略水平に設置されていても良いが、
調製用素材や後に詳述する洗浄液供給用ポンプ９２によって供給されれた洗浄液の逆流等
を防止する等の観点から、集合部７４側に向けて下り勾配となるように設置されることが
好ましい。
【００５５】
　材料通過部７０の底面であって、集合部７４に相当する位置には調製用素材を導出させ
るための導出部７６が設けられている。導出部７６は、集合部７４と連通しており、下端
部が筐体１２の正面に設けられた香料払出部１４の天面から下方（香料払出部１４内）に
向けて突出している。そのため、材料通過部７０において各材料流路７２を介して集合部
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７４に集められた調製用素材を導出部７６を介して香料払出部１４に向けて供給すること
が可能である。
【００５６】
　また、材料通過部７０には、調製用素材の温度調整を行うための温調装置８０が併設さ
れている。具体的には、温調装置８０は、熱媒体温調装置８２と熱媒体循環流路８４とを
備えている。温調装置８０は、熱媒体循環流路８４を介し、熱媒体温調装置８２によって
温度調整された熱媒体を、材料吐出用ポンプ４０及び材料通過部７０に装着されたジャケ
ットと熱媒体温調装置８２との間で循環させることが可能とされている。そのため、熱媒
体温調装置８２により熱媒体を調製用素材の温度管理を行う上で適切な温度に調整するこ
とにより、材料吐出用ポンプ４０及び材料通過部７０に供給された調製用素材を適温に維
持することが可能である。
【００５７】
　制御装置１００は、香料調製装置１０を構成する各部の動作を制御するためのものであ
り、制御用プログラムをインストールすることによりコンピュータ内に実現されている。
また、制御装置１００に対してユーザー等が必要な情報を入力するための外部入力手段と
して、筐体１２の正面側に設けられた入力装置２０を用いることができる。入力装置２０
には、タッチパネル式のディスプレイ、操作ボタン、キーボード、マウス等の入力デバイ
スを用いることが可能であるが、本実施形態ではタッチパネル式のディスプレイが採用さ
れている。入力装置２０は、香料調製装置１０により香料を調製する際に用いる調製用素
材の調製比率を入力するための手段（調製比率入力手段２２）としての機能を有する。ま
た、入力装置２０は、ユーザーのＩＤ番号等の入力、後に詳述する調製比率記憶手段１１
０に登録されているレシピを選択するための手段（レシピ選択手段２４）としての機能も
有する。
【００５８】
　図６に示すように、制御装置１００は、調製比率記憶手段１１０、調製比率設定手段１
２０、及び吐出量制御手段１３０を備えている。調製比率記憶手段１１０は、一時記憶手
段１１２、履歴記憶手段１１４、及びレシピ記憶手段１１６を備えている。一時記憶手段
１１２は、入力装置２０を介して入力された調製用素材の調製比率のデータ（以下、「入
力調製データ」とも称す）を一時的に記憶しておくためのメモリである。一時記憶手段１
１２に記憶された調製比率のデータ（以下、「調製データ」とも称す）は、香料の調製に
使用されると共に、履歴記憶手段１１４に記憶され、データベース化した状態で記憶され
る。
【００５９】
　履歴記憶手段１１４は、上述したように調製データをデータベース化したもの（以下、
「調製履歴データベース」とも称す）を記憶したものであり、調製データを適宜読み出す
ことができる。調製履歴データベースは、各ユーザー毎に付与されたＩＤ番号等に基づい
て分類して記憶されている。そのため、ユーザーが入力装置２０において調製比率を入力
する代わりに、調製履歴データベースに登録されている調製データ（以下、「調製履歴デ
ータとも称す）を選択することにより、その調製データを香料の調製のために使用するこ
とができる。
【００６０】
　レシピ記憶手段１１６は、所定のレシピに則って規定された調製用素材の調製データ（
以下、「レシピ調製データ」とも称す）をデータベース化したもの（以下、「レシピデー
タベース」とも称す）を記憶しておくためのものである。レシピ調製データは、予め登録
されたものであっても、香料調製装置１０の使用過程において逐次登録されたものであっ
ても良い。具体的には、制御装置１００に通信機能を持たせ、インターネット等を介して
逐次レシピ調製データを補充あるいは訂正できるようにすることが可能である。
【００６１】
　調製比率設定手段１２０は、調製比率記憶手段１１０から読み出された調製データに基
づき、調製用素材の実際の調製比率（以下、「実調製比率」とも称す）を設定するための
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ものである。具体的には、入力装置２０（調製比率入力手段２２）を用いて調製データが
入力された場合には、入力により一時記憶手段１１２に記憶された調製データを基準とし
て実調製比率が決定される。また、入力装置２０（レシピ選択手段２４）を用いてレシピ
データベースに登録されているレシピが選択された場合には、レシピ記憶手段１１６から
読み出されたレシピ調製データを基準として実調製比率が決定される。また、過去に使用
した調製データを用いる場合には、履歴記憶手段１１４に記憶されている調製履歴データ
ベースに登録されている調製履歴データが読み出され、これを基準に実調製比率が決定さ
れる。
【００６２】
　ここで、調製比率設定手段１２０は、上述した入力調製データ、レシピ調製データ、あ
るいは調製履歴データを実調製比率としてそのまま用いるのではなく、調製用素材の個体
差、及び温度条件を考慮して微調整する機能を有する。具体的には、調製比率設定手段１
２０は、調製用素材について想定される一般的特性と、香料の調製に用いられる調製用素
材の特性との差異に基づき調製比率を制御する機能（個体差調整機能）を有する。また、
温度条件に起因する調製用素材の吐出量の誤差を補正するように調製比率を制御する機能
（温度差調整機能）を有する。
【００６３】
　吐出量制御手段１３０は、各材料吐出用ポンプ４０における調製用素材の吐出量を制御
する。吐出量制御手段１３０は、調製比率設定手段１２０において調製用素材の個体差、
あるいは温度条件を加味して調整された実調製比率に則って、吐出量を制御する。これに
より、調製用素材を調製してなる香料の香りのバラツキを最小限に抑制することができる
。
【００６４】
　上述したように、本実施形態の香料調製装置１０においては、調製用素材毎に設けられ
た材料吐出用ポンプ４０における吐出量を調整することにより、調製用素材の調製比を調
整することが可能である。そのため、本実施形態の香料調製装置１０によれば、予め準備
してある調製用素材を消費者の要望通りに調製し、趣味あるいは趣向に沿う香りに調製さ
れた香料を提供することが可能となる。
【００６５】
　また、香料調製装置１０において、各材料吐出用ポンプ４０における吐出量は、調製比
率設定手段１２０に設定されている各調製用素材の調製比率に則って吐出量制御手段１３
０により精度良く制御することができる。具体的には、材料吐出用ポンプ４０をなす一軸
偏心ねじポンプＰにおけるロータ４２の回転量を制御するだけで、各調製用素材の吐出量
を高精度に調整することができる。そのため、本実施形態の香料調製装置１０によれば、
経験則等によらず精度良く香料の香りを調整し、管理することが可能になる。
【００６６】
　さらに、香料調製装置１０においては、調製用素材毎に材料吐出用ポンプ４０が設けら
れているため、香料を調製する前の段階において調製用素材同士が混ざり合ってしまうこ
とを回避できる。これにより、調製用素材を衛生的に管理することができる。また、調製
用素材の香り及び品質が低下すること、及び調製用素材を調製して得られる香料の香りが
予期せぬものになることを確実に防止しうる。
【００６７】
　香料調製装置１０においては、調製比率入力手段２２を介して入力した調製比率に則っ
て各香料材料を調製し、香料を提供することができる。そのため、香料調製装置１０によ
れば、消費者の好みに合わせてオーダーメイドしたかの如く、所望の香りに調整された香
料を提供することができる。従って、香料調製装置１０によれば、多品種少量生産に対応
することが可能となる。
【００６８】
　本実施形態の香料調製装置１０においては、調製比率の設定履歴が調製履歴データとし
て履歴記憶手段１１４に記憶されている。そのため、香料の調整に際して、調製履歴デー
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タを読み出すことにより以前に作成した香料の香りを、作業者の勘や経験則に頼ることな
く定量的かつ精度良く再現することが可能となる。従って、香料調製装置１０によれば、
多品種少量生産に対応しつつ、香料の香りを高精度に再現することが可能となる。
【００６９】
　また、上述した本実施形態の香料調製装置１０は、レシピ記憶手段１１６に記憶されて
いるレシピをレシピ選択手段２４によって選択することにより、各調製用素材をレシピに
則って規定された調製用素材の調製比率によって吐出させ、調製させることができる。そ
のため、レシピにより提供される香料の香りを高精度に再現することが可能となる。
【００７０】
　なお、本実施形態の香料調製装置１０は、履歴記憶手段１１４及びレシピ記憶手段１１
６を設け、これらに記憶されているレシピ調製データ、あるいは調製履歴データに基づい
て調製用素材の調製比率を調整することができる構成であるが、本発明はこれに限定され
るものではない。すなわち、香料調製装置１０は、履歴記憶手段１１４及びレシピ記憶手
段１１６のいずれか一方又は双方を備えていない構成であっても良い。
【００７１】
　本実施形態の香料調製装置１０は、吐出量制御手段１３０が、調製用素材の製造ロット
等の違いにより生じる個体差、すなわち調製用素材について想定される一般的特性と、香
料の調製に用いられる調製用素材の特性との差異に基づき、各材料吐出用ポンプ４０にお
ける調製用素材の吐出量を制御可能とされている。また、吐出量制御手段１３０が、温度
条件に起因する調製用素材の吐出量の誤差が生じることを想定し、各材料吐出用ポンプ４
０における調製用素材の吐出量を制御可能とされている。具体的には、調製比率設定手段
１２０において調製比率を設定する際に、入力調製データ、レシピ調製データ、あるいは
調製履歴データを実調製比率としてそのまま用いるのではなく、調製用素材の個体差、及
び温度条件を考慮して微調整した実調製比率に基づいて吐出量制御手段１３０が調製用素
材の吐出量を制御している。そのため、香料調製装置１０によれば、各調製用素材の個体
差に起因して香料の香りがばらつくことを防止し、安定した品質の香料を提供することが
できる。
【００７２】
　なお、本実施形態においては、調製用素材の個体差、及び温度等の環境条件を考慮し、
微調整した実調製比率を用いて吐出量制御を実行する例を示したが、本発明はこれに限定
されるものではなく、さらに他の条件を考慮して実調製比率を微調整することとしても良
い。これとは逆に、調製用素材の吐出量制御に際し、調製用素材の個体差及び温度条件の
いずれか一方、又は双方を考慮しない構成としても良い。
【００７３】
　本実施形態の香料調製装置１０においては、各材料吐出用ポンプ４０から吐出された調
製用素材が通過する材料通過部７０内の材料流路７２及び集合部７４を何らかの方法によ
り洗浄可能とすることが望ましい。具体的には、材料通路７２について、いわゆる「共洗
い」を実施するかの如く、洗浄用として材料吐出用ポンプ４０から調製用素材を供給し、
この調製用素材を用いて内部に付着している物質を除去するようにすることも可能である
。また、集合部７４については、香料の調製前に、調製しようとしている香料と同一の比
率で各材料通路７２から調製用素材を供給して集合部７４に集合させた後、導出部７６と
は別に設けた排出経路を介して集合部７４の洗浄に用いた調製用素材を排出することで洗
浄することも可能である。
【００７４】
　本実施形態の香料調製装置１０においては、材料吐出用ポンプ４０を構成する回転容積
式のポンプとして一軸偏心ねじポンプＰが採用されている。そのため、香料調製装置１０
においては、ローラ４２の回転量を調整するだけで容易かつ高精度に調製用素材の調製比
率を調整することが可能である。また、一軸偏心ねじポンプＰは、構造が極めてシンプル
であるため、分解及び清掃等のメンテナンスを容易に実施できる。
【００７５】
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　本実施形態においては、制御装置１００内に調製比率記憶手段１１０、履歴記憶手段１
１４、レシピ記憶手段１１６等の調製比率を記憶しておくための手段を設けた例を示した
が、本発明はこれに限定されるものではなく、これらの記憶手段を外部の記憶デバイスに
形成するようにしても良い。具体的には、磁気記憶型のカード、ＲＦＩＤ（Ｒａｄｉｏ　
Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ＩＤｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）を採用した非接触ＩＣカード等に
調製比率記憶手段１１０、履歴記憶手段１１４、レシピ記憶手段１１６等の記憶手段を設
け、香料調製装置１０側に外部記憶デバイスから調製比率についてのデータを読み書きす
るためのリーダライタを設けた構成としても良い。また、このような構成とする場合には
、例えば会員カード、プリペイドカード、クレジットカード、あるいは電子マネー用のカ
ードを外部記憶デバイスとして用いることも可能である。このように、ユーザー個人が所
有するカード類を外部記憶デバイスとして用いることにより、各ユーザー毎に適した調製
比率をスムーズに設定することが可能となる。
【００７６】
　また、上述したようにプリペイドカード、クレジットカード、若しくは電子マネー用の
カード等を外部記憶デバイスとして用いる場合には、香料調製装置１０により香料を提供
する際の対価（代金）を徴収するための代金徴収手段を制御装置１００等に設けることが
望ましい。このような構成とすることにより、調製比率の設定に加え、代金の支払いにつ
いてもスムーズに処理することが可能となる。
【００７７】
　また、携帯電話、いわゆるスマートフォン、若しくはパーソナルコンピュータ等のよう
なユーザーが所有する電子機器類（以下、「クライアント端末」とも称す）において作動
するアプリケーションを形成し、調製比率入力手段２２若しくはレシピ選択手段２４等の
機能を搭載させることも可能である。このような構成としつつ、クライアント端末におい
て入力された調製比率あるいはレシピ情報を通信により香料調製装置１０側に入力可能と
すれば、ユーザーの利便性がさらに向上する。
【００７８】
　また、レシピを記載した書籍若しくは雑誌、レシピを掲載したホームページ等において
、香料のレシピと共に調製用素材の調製比を示すバーコード若しくは番号等の識別標識を
記載するようにし、このバーコード等を活用して調製比率の入力を可能としても良い。具
体的には、識別標識を読み取るためのバーコードリーダ等の読取装置を香料調製装置１０
に設置した構成としても良い。また、上述したように携帯電話等のクライアント端末に搭
載されたカメラを用いて識別標識を読み取り、その読み取り情報に基づきクライアント端
末にインストールされたアプリケーションがレシピ情報（調製比率）を解読可能な構成と
しても良い。このような構成とした場合、アプリケーションによって解読されたレシピ情
報（調製比率）を、通信により香料調製装置１０側に入力可能とすれば、ユーザーの利便
性を向上させることが可能となる。
【００７９】
　また、図６に破線で示すように、香料調製装置１０に設けられた制御装置１００に対し
てインターネット等のネットワークを介して外部から接続可能とすべく、ネットワーク接
続手段１４０を設けた構成としても良い。かかる構成とした場合、インターネットに接続
されたパーソナルコンピュータ等のクライアント端末から、ネットワーク接続手段１４０
を介して制御装置１００側に香料調製装置の調製比率やレシピを選択あるいは入力可能と
しても良い。このような構成とした場合は、予め自宅等においてユーザーが調製比率やレ
シピを選択あるいは入力しておき、最寄りの香料販売店等に設置された香料調製装置１０
において香料を受け取り可能な構成とすることも可能である。また、インターネットを介
して調製比率等を制御装置１００に対して入力可能とすれば、ユーザーの好みに合う香料
を遠隔地において注文し、その香料を郵送あるいは宅配によって届けるようなサービスに
も香料調製装置１０を用いることが可能となる。これにより、香料調製装置１０が近隣に
設置されていないユーザーについても、各人の好みに合う香料を取り寄せることが可能と
なる。
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【００８０】
　また、上述したようなネットワーク接続手段１４０を設けた場合には、インターネット
等のネットワークを介して接続されたサーバー側に調製比率記憶手段１１０を設けておき
、サーバー側において調製履歴データベース、あるいはレシピ調製データ等を記憶し、集
中管理するようにしても良い。かかる構成とした場合、いかなる場所に設置あるいは増設
された香料調製装置１０においても、インターネットに接続されたサーバーから調製履歴
データベースやレシピ調製データを読み出して香料の調製を行うことができる。また、前
述したようにしてサーバにおいて各種データの集中管理を行うことにより、香料調整装置
１０のメンテナンスの手間を最小限に抑制することができる。
【００８１】
　ここで、上述した香料調製装置１０において取り扱う調製用素材が揮発性を有するもの
である場合には、先に実施した香料の調製後、次の香料の調製までの期間に材料吐出用ポ
ンプ４０内に残存している調製用素材が第一開口部５０（吐出口）近傍に存在している大
気との接触により揮発あるいは変質する可能性がある。調製用素材が揮発あるいは変質し
てしまうと、後に調製される香料の香りに悪影響が及ぶ可能性がある。従って、かかる問
題が想定される場合には、第一開口部５０（吐出口）近傍において、吐出待機中に調製用
素材と大気との接触が最小限になるように方策を講じることが望ましい。
【００８２】
　具体的には、香料調製装置１０は、調製用素材の吐出完了後、材料吐出用ポンプ４０内
に形成されている流体搬送路６２に残存している調製用素材を所定量だけ第一開口部５０
（吐出口）から遠ざかる方向に移送させるようにすることが望ましい。さらに詳細には、
香料の調製のために調製用素材を吐出させた後、ロータ４２を吐出時とは逆方向に回転さ
せることにより、流体搬送路６２に存在している調製用素材を第一開口部５０（吐出口）
から遠ざかる方向に移送させる。この場合、調製用素材が１キャビティ程度、流体搬送路
６２を上流側に戻るようにロータ４２を作動させることが望ましい。これにより、第一開
口部５０（吐出口）近傍において調製用素材が大気に接触することを防止し、調製用素材
の揮発あるいは変質を防止することができる。
【００８３】
　また、同様の知見により、材料吐出用ポンプ４０の第一開口部５０（吐出口）に弁を設
けた構成としても良い。このような構成とした場合、調製用素材の吐出完了後に弁を閉じ
ることにより、材料吐出用ポンプ４０内に形成されている流体搬送路６２に残存している
調製用素材が大気に接触することを防止し、調製用素材の揮発あるいは変質を防止するこ
とができる。
【００８４】
　また、上述したように調製用素材の吐出完了後、流体搬送路６２に残存している調製用
素材を第一開口部５０（吐出口）から遠ざかる方向に移送する方策、及び第一開口部５０
（吐出口）に弁を設ける方策に代えて、あるいはこれらの方策と併せて、吐出待機中に材
料吐出用ポンプ４０から揮発したと想定される分量だけ調製用素材の吐出量を増量させる
ようにしても良い。すなわち、吐出待機中に材料吐出用ポンプ４０から調製用素材が揮発
することを想定し、香料の調製時に各材料吐出用ポンプ４０から吐出させる調製用素材の
量を微調整する制御を実行するようにしても良い。かかる吐出量制御を実行することによ
り、調製用素材の揮発を想定に入れつつ、適切な調製比率で各調製用素材を調製すること
が可能となる。
【００８５】
　上述した香料調製装置１０は、様々な用途で香料を調整することが可能である。以下、
香料調製装置１０の使用例に係る実施例について説明する。
【実施例１】
【００８６】
≪香水販売装置としての実施例について≫
　続いて、上記香料調製装置１０の一実施例である香水販売装置について説明する。香料
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調製装置１０を香水販売装置として用いる場合には、化粧品店や量販店、コンビニエンス
ストア等、様々な店舗に設置し、香水の調製について特別な見識や技能を備えた人材が存
在しない場所であっても、香料を独自の調製比率でブレンドして販売することが可能であ
る。
【００８７】
　香料調製装置１０を香水の販売装置として用いる場合には、香りの異なる香料が調製用
素材として取りそろえられ、各材料貯蔵容器３２に貯蔵される。また、材料吐出用ポンプ
４０は、それぞれ各材料貯蔵容器３２に貯蔵されている香料の種類毎に対応付けられてい
る。また、入力装置２０は、所望の香料の種類、調製量の他、異なる香りの香料を調製す
るか否か、どのようなイメージの香りに調製するか等、香料の調製条件を設定することが
できる。
【００８８】
　上述したような構成とすることにより、ユーザーが欲する香りの香水を、欲しい分量だ
け香料払出部１４にセットした容器に払い出すことが可能となる。また、異なる香りの香
料を各材料吐出用ポンプ４０から同時に排出させることにより、２種以上の香りが組み合
わさった、オリジナルの香りの香水を提供することができる。また、異なる香りの香料を
オリジナルの調製比（排出比）で調製することにより、香りのバリエーションを無限に作
り出すことが可能となる。
【００８９】
　また、香料調製装置１０において香水の払い出しに際して料金を徴収する課金システム
を搭載することにより、調製された香水の自動販売が可能となる。具体的には、上述した
実施形態において示したように、プリペイドカード、クレジットカード、若しくは電子マ
ネー用のカード等の決済用のカード類、あるいは貨幣を用いて決済可能な構成とすること
により、香水の自動販売が可能となる。このような構成とすることにより、香水の販売に
要するコストを最小限に抑制することが可能となる。また、自動販売を可能とすることに
より、対面販売形式に依ることなく香水を販売することが可能となる。
【実施例２】
【００９０】
≪香り見本作成装置としての実施例について≫
　香料調製装置１０は、上記実施例１に例示した香水販売装置のように、主として一般ユ
ーザーが使用することを前提とした使用例だけではなく、香料メーカー等における使用例
にも適用可能である。上述したように、香料調製装置１０は、各材料吐出用ポンプ４０に
おける調製用素材の吐出量を指定された調製比率に応じて精度良く調整できる。また、香
料調製装置１０においては、調製比率の履歴を履歴記憶手段１１４に記憶させることによ
り、香りをデータ化して管理することができる。さらに、香料調製装置１０は、調製比率
のデータに基づき、過去に作成した香料の香りを逐次再現することが可能である。このよ
うな特性に鑑み、香料調製装置１０は、香料メーカー等において製品開発等のために行わ
れる香り見本の作成装置としての使用例にも適用可能である。これにより、職人の感性あ
るいは勘に頼ることなく、一定の基準で香料の香りを調整あるいは再現することが可能と
なり、香料メーカーにおける新商品開発等の効率向上に資することが可能となる。
【００９１】
　また、上述したようにして試作した香料の香りを調製比率に基づいてデータ化した場合
、このデータを香料の調製に用いるだけでなく、データ自身を商品として販売することが
可能となる。すなわち、香料調製装置１０は、香料そのものを商品として作成するために
用いるだけでなく、香料を調製するために必要な調製比率のデータを作成するためにも用
いることが可能である。　
【実施例３】
【００９２】
≪芳香剤噴霧装置としての実施例について≫
　香料調製装置１０は、上述した香水販売装置のように、調製した香水を容器に供給して



(16) JP 2013-146411 A 2013.8.1

10

20

30

40

50

販売するための用途だけでなく、芳香剤を噴霧するための装置として使用することも可能
である。具体的には、上述した香料調製装置１０の導出部７６を、香料（芳香剤）を噴霧
するための噴霧ノズル等に接続し、複数の調製用素材を用いて調製した香料（芳香剤）を
噴霧ノズルから噴霧可能とする。このような構成とすることにより、香料調製装置１０を
芳香剤の噴霧のために使用することが可能となる。香料調製装置１０を芳香剤の噴霧に用
いる場合には、例えば一般家庭、店舗、オフィス、病院、マッサージ店、美容院、エステ
ティックサロン、ネイルサロン、あるいはトイレ等、様々な場所に設置することができる
。また、香料調製装置１０を芳香剤噴霧装置として用い、アロマテラピーを実施すること
も可能である。
【００９３】
　上述したように、香料調製装置１０を芳香剤の噴霧のために使用する場合には、香料（
芳香剤）を噴霧するための噴霧ノズルを設置する他、加熱機構や送風機構を設けた構成と
しても良い。これにより、調製後の香料（芳香剤）の揮発、拡散を促進させ、香料から発
せられる芳香の広がりを補助することができる。
【実施例４】
【００９４】
≪酸素吸入装置における実施例について≫
　近年、酸素バーと称される施設や家庭において設置されつつある、濃縮酸素を吸入させ
る酸素吸入装置において、酸素に香りを付けて吸引可能とすることでリフレッシュ効果を
向上させようとする試みがなされている。このような酸素吸入装置において酸素に香り付
けするために、上述した香料調製装置１０を使用することが可能である。
【００９５】
　香料調製装置１０を酸素吸入装置によって供給される酸素の香り付けのために使用すれ
ば、酸素吸入する人が希望する香りの酸素を吸入することが可能となり、リフレッシュ効
果を格段に向上させることが可能となる。また、香料調製装置１０を用いて酸素の香り付
けを行えば、香りを無段階に変化させることが可能であるため、ユーザーの体調、気温、
度等の環境条件に応じて、適宜適切な香りに変更することが可能である。
【実施例５】
【００９６】
≪ＡＶ機器類との組み合わせに係る実施例について≫
　近年、テレビあるいは映画等において放映される映像、若しくは音楽等のコンテンツと
共に、コンテンツに即した香りを発生させることが可能な香発生装置を用いることにより
、臨場感を高めるという試みがなされている。上述した香料調製装置１０によれば、任意
の香りを有する香料を即座に調製することができる。そのため、映像若しくは音楽を再生
するためのＡＶ機器類に連動して香料調製装置１０が作動するようにすれば、コンテンツ
に即した香りを発生させ、コンテンツの臨場感をより一層向上させることが可能となる。
【実施例６】
【００９７】
≪アメニティグッズの調製に係る実施例について≫
　香料調製装置１０は、石鹸、入浴剤、洗顔料等のフェイスケア関連商品、シャンプー、
リンス、コンディショナ、整髪料等のヘアケア関連商品、あるいはボディソープ、ボディ
ジェル等のボディケア商品等の芳香性を有するアメニティグッズの調製にも用いることが
できる。具体的には、上述した香料調製装置１０の各材料吐出ポンプ４０にアメニティグ
ッズの原料として芳香性を有する調製用素材を供給可能とする。このような構成とするこ
とにより、購入者が希望する芳香性を有する独自のアメニティグッズを調製することが可
能となる。また、一軸偏心ねじポンプ機構４５を備えた材料吐出ポンプ４０を用いること
により、購入者が希望する分量だけアメニティグッズを作製することができ、いわゆる量
り売り等にも対応することができる。
【産業上の利用可能性】
【００９８】
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　本発明の香料調製装置によれば、消費者の趣味あるいは趣向に沿った香りを有する香料
を調製し、及び香料の香りを定性的に管理することが可能となる。これにより、作業者の
経験則に依らずに精度良く香料の香りを調整及び管理することが可能となり、香料の調製
に精通した作業者が存在しない店舗等においても消費者の趣向に合った香りの香料を販売
することが可能となる。また、香料の調製比率を指定するだけで即座に香料を調製できる
ため、香料製造業者による香料サンプルの作成等、試作品の作成や研究のためにも利用す
ることができる。
【符号の説明】
【００９９】
　　１０　　香料調製装置
　　２２　　調製比率入力手段
　　２４　　レシピ選択手段
　　３０　　供給機構
　　４０　　材料吐出用ポンプ
　　４２　　ロータ
　　４４　　ステータ
　　４５　　一軸偏心ねじポンプ機構
　１００　　制御装置
　１１０　　調製比率記憶手段
　１１４　　履歴記憶手段
　１１６　　レシピ記憶手段
　１２０　　調製比率設定手段
　１３０　　吐出量制御手段
　　　Ｐ　　一軸偏心ねじポンプ

【図１】 【図２】
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